
eCasebook利用マニュアル

研修施設群



施設群指導医・専攻医
共通ログイン画面

研修施設群



1. https://www.e-casebook.com

にアクセスしてください。

2. ページの右上に赤い文字で表示されている“ログイン”をクリックして、ログイン

ページを開きます。

A. e-casebookへのログイン方法
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https://www.e-casebook.com/


3a

3a. e-casebookのアカウントをお持ちの先生:

ご登録いただいているメールアドレスとパスワ

ードを入力してください。

*パスワードが分からない場合は、「Forgot 

your password?」ボタンからリセットが可能

です。

3b.初めてe-casebookをご利用の先生:

入力後、青い「ログイン」ボタンを押して

ください。

3b

事前にお知らせしているログイン用メール

アドレスとパスワードをご入力ください。

A. e-casebookへのログイン方法



ログイン後、e-casebookのTOPページが表示されます。

1.「マイページ」をクリックしてください。

B. 研修ルームへのアクセス手順
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2.「CVIT研修参加の先生へ」をクリックしてください。

グループのページが表示されますので、対象年度の研修ルームを選択してください。

B. 研修ルームへのアクセス手順
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施設群指導医・認定医共通
C-1. e-casebook（Caselist）を活用した

症例アップロード方法

研修施設群

施設群指導医が症例を提示し、専攻医を指導される場合、専攻医が事前コ
ンサルや施行済み症例について指導を受ける場合に操作方法に従って症例
をアップロードしてください。
※DICOM、PDFファイルに対応しています。



右が研修ルームのイメージです。

1.ページの右寄りに表示されている

青い “+新規症例”ボタンをクリック

します。

C-1. e-casebookを活用 新規Case登録方法
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*Chrome, Edge, Firefoxをお使いの

場合は、フォルダごと直接ドラッグ

＆ドロップができます。

※DICOM、PDFファイルに対応し

ています。
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2.アップロードしたいファイルを選択

してください。複数選択も可能です

。



4.“Upload”ボタンでアップロードを開

始します。

3.次に“Case Title”を入力してください。

Case Titleは症例識別ID（会員番号＋

001‥002‥003とナンバリング）を入力

してください

C-1. e-casebookを活用 新規Case登録方法

※”Case Note”の入力は必須ではありま

せん。

※選択したファイルの内容によって自

動的に分割されます。
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5.アップロード及びサーバでの画像処

理完了後、

ページを再読み込みしていただくと、

“Case List”にご自身のCaseが表示さ

れます。

※画像処理にはしばらく時間がかかる

場合がございます。

Case List”にご自身のCaseが表示されます

ページを再読み込み
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1.過去に登録されたCaseには、

“Add Study”ボタンが表示されます

。

3.Study追加先のCase Titleをご確認

の上、

“Upload”ボタンをクリックしてくだ

さい。

C-1. e-casebookを活用 既存のCaseへのStudy追加方法

1

入力不要

2

3

2.新規Case登録時と同様、アップ

ロードしたいファイルを選択してく

ださい。

“Case Title”、”Case Note”はCase登

録時の内容を

使用するため、入力の必要はありま

せん。



施設群指導医・専攻医共通
PDFファイルアップロード方法

研修施設群



1.過去に登録されたCaseには、

“Add Study”ボタンが表示されます。

3. PDF追加先のCase Titleをご確認の

上、“Upload”ボタンをクリックして

ください。

C-1. e-casebookを活用 既存のCaseへのPDF追加方法

1

入力不要

2

3

2.新規Case登録時と同様、アップ

ロードしたいPDFファイルを選択し

てください。

“Case Title”、”Case Note”はCase登

録時の内容を使用するため、入力の

必要はありません。



施設群指導医・認定医共通
システム上の指導・ディスカッションの方法

研修施設群

アップロードした動画・症例報告書についての指導およびディスカッションは、
コメントを入力していただくことでリアルタイムにやり取りができ、全て記録と
して残ります。



症例閲覧ページ



コメント登録方法

鉛筆マークをクリックすると、「Edit」

と「Delete」が選択できます。

コメント入力欄

ペイント入力

PDFがある場合には、コメント欄上部にアイコンが表示されます。



ビューワ画面

鉛筆ボタンから

矢印や手書きのペイントを追加

できます。

1 2

矢印モード

ペンモード

色変更

消しゴム

線の太さ変更

やり直し

テキスト入力

ペイントモード終了

※作成した画像は保存
されません



1.画像上にペイントを施

した状態で

2.右のコメント欄に文字

を入力してください。

3.右端の“Post”ボタン

を押すと、ペイント付

きコメントが投稿でき

ます。

ビューワ画面

1

2

Comment 3

すでに投稿したコメントを編集、削除するに
はこちらの鉛筆ボタンを押してください。

※ご自身で投稿されたもののみが対象です。



注意事項

・ eCasebook上のディスカッションによる指導を実施した
場合、ディスカッション履歴が確認できないものは、指導記
録にはなりません。

・精査の際は、ディスカッションを行った日付を確認いたし
ます。上半期提出のものは上半期内（1月～6月）、下半期提
出のものは下半期内（7月～12月）にディスカッションを行
った履歴がない場合は、指導としてお認めしておりません。



専攻医専用
C-2.往来による指導、症例検討会報告書登録方法

研修施設群

施設間往来による指導、症例検討会・研修会の報告書は、eCasebook上のフォーム
に入力し、提出できるようになりました。



1.ページ下部にあります、「研修報告」欄

の「＋新規報告」ボタンを選択してくださ

い。

C-2. 往来による指導、症例検討会レポート登録方法
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2.登録される報告書の種類を選択してくだ

さい。



3.項目に沿って入力してください。

4.入力完了後に、下部にあります

「保存」ボタンを選択してください。

C-2. 往来による指導、症例検討会レポート登録方法
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施設群指導医専用
症例指導の終了と再開方法

研修施設群

※症例ごとに施設群指導医の承認が必要です。
症例の指導が終了し、施設群指導医が研修報告を確認・承認して、研修終了となり
ます。



指導医専用機能（Caselist） 相談終了

1.“Close”ボタンをクリック

し、“Post”ボタンをクリック

します。

2.②の画面が表示されます。

送信を押すとCloseステータスに

変更し、承認とみなされ、1件の

指導が終了となります。

この症例の相談を終了され

るときに、



指導医専用機能（研修報告） 相談終了

1.アイコンをクリックしてくだ

さい。

2.②内容をご確認いただき、問題な

いようでしたら“Close”をクリックし

てください。

この症例の相談を終了され

るときに、

3.保存を押していただくと、Closeと

なり、1件の研修報告が承認され、指

導完了とみなされます。



指導医用 症例指導再開機能画面

Closeした各ページより、openス

テータスに変更することで、再

度編集が可能となります。



施設群指導医・専攻医共通
研修カリキュラム達成度評価表の入力

研修施設群

研修カリキュラム達成度評価は、1年間の指導を記録した指導医報告書となります。

専攻医および施設群指導医は、年度末の提出時に全ての項目の現状を入力してくだ
さい。
通年で記載・閲覧を可能としておりますので、随時入力いただけます。

研修を終了できるのは、指導医権限のみとなります。



1.「達成度評価表」ボタンを選択し

てください。

2.別タブウィンドウで、達成度評価

表入力画面が起動します。

D. 達成度評価表
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D. 達成度評価表

3.項目に沿って〇または×で評価の

全記載をお願いいたします。評価は

後からも変更が可能です。

専攻医による評価表の全項目の現状

を入力していない場合、指導医は評

価入力を行えません。

4.入力完了後に、下部にあります

「保存」ボタンを選択してください。
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D. 達成度評価表

5.全ての評価が〇となったら、指導

医が「研修修了」にステータスを変

更してください。

評価は一度記載いただいた場合、変

更がない場合は次年度の記載は不要

です。
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D. 達成度評価表

※全ての入力が完了していない場合、

研修修了ステータスに変更できませ

ん。

※指導医評価が〇であっても、専攻

医自己評価が〇にならない限り、全

項目履修と達成していることにはな

りません。

指導医がステータスを研修修了にし

た場合、専攻医側から評価を変更す

ることができないため、指導医権限

でステータスを「研修継続中」に変

更し、再度双方の評価をご記載いた

だけますようお願いいたします。
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